ＵＦＯ(宇宙人)と龍(蛇)の関係
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宗教画とＵＦＯ　で検索すると…
■受胎告知　(1486年)　カルロ・クリヴェッリ作（イタリア）　ナショナル・ギャラリー蔵 (ロンドン) 
http://art.pro.tok2.com/C/Crivelli/Crivelli.htm

★★半田図書館蔵書にてUFO部分を検証★★
■左上画クリヴェッリ唯一の「歴史画」。
アーチの下には、上を見上げる人、その上のバルコニーでは要人が伝書鳩のもたらしたしらせを読む姿がある。
右側の部屋の処女マリアに対して上空のＵＦＯ？から受胎告知のメッセージが届けられる。
★★以下はネットから拾った画像で、まだ未検証★★
[image: image12.jpg]


■左下画『キリストの執り成しと聖母マリア』
１５世紀　ロレンツォ・モナコ作
神と人との間に立つイエスが、悩んでいる人、助けを求める人、赦しを請う人の祈りを届けるために父なる神に執り成しの祈りを捧げている場面。天上の神が乗っている雲をよく見ると幾つものUFOから構成されているのがわかる。
■聖母と聖ジョバンニーノ
フィリッポ・リッヒ作　ヴェッキオ宮殿 (イタリア)
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フィリッポ・リッヒ（1406-69）作イタリア　フィレンツエ　ヴェッキオ宮殿「聖母と聖ジョバンニーノ」
聖母の肩の上にあるＵＦＯらしきもの（光を放つ）の下には、物体を観察する人間像があり、その脇では犬　が吠えている。
■キリストの洗礼（キリストのパプテスマ）　アート・デ・ゲルダー作（フランス）フランスの画家アート・デ・ゲルダー (1645-1727)の作
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「キリストの洗礼（キリストのパプテスマ）」
キリストの洗礼：上空の「鳩」ならぬ「ＵＦＯ」から光線が照射されている
■その他、多数
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『磔』（1350）作者不明　セルビア　デチャーニ修道院蔵
■直感的に地球外生命体だ～高次元の存在だ～としか思えないような歴史的事件が…
■旧約聖書―エゼキエル書
「私が見ていると、北の方から激しい風が大いなる雲を巻き起こし、火を発し、周囲に光を放ちながら吹いてくるではないか。その火の中には競拍金の輝きのようなものがあった。
またその中には四つの生き物の姿があった。その有様はこうであった。彼らは人間のようなものであった。それぞれが4つの顔を持ち、4つの翼を持つていた。
脚はまっすぐで、脚の裏は子牛の脚の裏に似ており、磨いた青銅が輝くように光を放っていた。また翼の下には4つの方向に人間の手があった。4つとも、それぞれの顔と翼を持っていた（以下略）」
ヨハネの黙示録
■モーセの奇跡
・出エジプト記―海を割って渡るエピソード。
水と食べ物―神からのマナ。不平を言う民を罰する民に神が炎の蛇を送り、多くの死者が出たため、モーセが青銅の蛇を示して民を救った。…等　なわさんからの情報
■聖母の出現―出現の意向は、「苦難を受けている人々への励まし」「救命」「救霊」「警告」に区分される。
この出来事を目撃した人はキリスト教徒に限らない。民衆の間に伝えられている話や噂は非常に多数あり、その数は数千にもおよぶ。ただし、そのうちカトリック教会が公認したのは1251年～16例ほど
・フランス・フランス・ラ・サレットの聖母：1846年一人の美しい婦人がアルプスの標高1800mの高地の牧場に出現し牧童二人に泣きながら語った。それは来るべき飢饉への警告だった。

・ルルドの泉―貧しい少女の前に聖母マリアが出現し、10数回にわたるお告げを聞き入れていくと、サンクチュエール(聖域)にある泉の水を飲むと病が治るといわれ、病気が治ったと自己申告をした人は、1862年以来6,700人。そのうち、ルルド聖地当局によって正式に奇跡と66人の人が認定された。
・『ファティマ第三の秘密』⇒　なわさんからの情報
1917年、ポルトガルの一寒村､ファティマに住む３人の幼女の前に聖母マリアが６回にわたって出現し、最後の日には１０万人の大観衆の前で大奇跡を現出させ、当時のヨーロッパ全土に一大センセーションを巻き起こした。しかもその際に「人類の未来にかかわる３つのメッセージ」が託された。有名な「ファティマ予言」である。
・『眠りながら奇跡を起こす少女』⇒母ケイの前に現われたいろいろな不思議な存在と､その存在との対話は？
『シルバーバーチの霊訓(10)』（潮文社）  p.184～185の指摘より
宇宙人とＵＦＯは“超常現象”に似ているところがあるため、しばしば霊的な世界に関心を持つ人々の興味を引いてきました。

しかし宇宙人もＵＦＯも、その存在自体が疑わしい上に、私達の魂の成長とは直接関係しない、どちらでもよいものです。必要以上に関心を向けるようなものではありません。それらへの過剰な好奇心は、「魂の成長」という最も肝心な世界から焦点をずらしてしまうことになります。

「人間はどうでもよいことにこだわり過ぎるように思います。（中略）火星にも人間のような存在がいるのだろうかとか、（中略）そんなことを心配してはいけません。」
大切なのは宇宙人か霊界人か？
私達がまず意識を向けるべき対象は、宇宙人ではなく「霊界の人々」でなければなりません。いつか必ず死を迎える地上人にとって、霊界の存在は最大の関心事であるはずです。それに比べ他の天体は、私達の死後とは直接的に関係するものではありません。
死後、誰もが必ず行くことになるのは、他の天体ではなく霊界なのです。
さて現在の地球にとって最大の出来事とは、霊界あげての人類救済活動が、今現実に進行しているということです。その大プロジェクトは、イエスを頂点とする高級霊団の組織的活動によって進められています。そしてそれが功を奏し、地球は徐々に変革されてきたのです。他の天体から来た宇宙人によって、人類救済活動が進められているわけではありません。宇宙連合があって、そのもとで地球の浄化が計画・推進されているわけではありません。この点をしっかりと押さえておかなければなりません。地上人類の運命は、霊界からの働きかけによって決せられてきたのです。
私達の知らない遥かかなたの天体に宇宙人が存在しているのは事実ですが、現時点において、私達地上人と直接的な係わりを持ってはいません。宇宙人の存在が、地上人類に特別な影響をもたらすとか、重要な意味を持っているわけではありません。実際には、どちらでもよい存在なのです。
死後における霊界での生活、そしてそのための地上人生こそが、私達にとっての全てなのです。宇宙人とか他の天体といったどちらでもよいこと、何の意味もない単なる好奇心レベルのことに、いつまでも関心を持っていてはなりません。

地球人も宇宙人も同じ“霊界人”
広大な宇宙の中には、地球人以外の生命体としての宇宙人は確かに存在しています。シルバーバーチも、彼らと霊的に直接会って語った体験を述べています。またマイヤースも、太陽系惑星の半物質次元世界での宇宙人の存在について述べています。しかしそれは、ＵＦＯがらみで登場する宇宙人や、ニューエイジのチャネリングなどで出てくる宇宙人と同じものを指しているわけではありません。
ここで少し視野を広げて考えてみましょう。宇宙人の住む天体は、地球と同じくどこまでも物質次元の世界です。当然そこに住む人々も、私達地上人と同じような肉体（物質的身体）を持っています。私達と同じように肉体の死もあります。そして死後は、私達と同じように霊界に行くことになります。物質世界→死→霊界というプロセスは、全く同じなのです。重要なことは、私達地球人にとって霊界が本来の世界であるように、彼ら宇宙人にとっても霊界が本来の世界であるという点です。すなわち、霊界は、地球人と宇宙人にとって共通の一つの世界であるということです。つまり地球人も宇宙人も、霊界という同じ世界の住人なのです。ともに霊界を母国とする「霊的存在」という点こそが、地球人・宇宙人における最も本質的な共通点なのです。そうした事実があるために、地球人も宇宙人も同じ「神の子供」となっているのです。神を拝するのは地球人だけではありません。すべての宇宙人も私達と同様に、「霊的親」である神を拝しています。霊界こそが、地球人・宇宙人にとっての共通の母国であることを忘れてはなりません。

こうした観点に立って考えた時、ある宇宙人からの通信が共通の世界（霊界）を前提としていない場合には、明らかにおかしいと思わなければなりません。物質次元の天体・宇宙だけに限定した話をしていたり、宇宙人であることをことさら強調しているような場合には、疑ってかかるべきです。その通信は１００パーセント、低級霊のからかいだと思って間違いありません。霊的世界ではなく物質世界に視点を合わせていること自体が、私達地球人の「霊的成長」を優先していないことの証なのです。まさに“低級霊”の仕業であることを示しています。

■一世を風靡したコンタクティたち
	[image: image1.jpg]



ジョージ・アダムスキー．火星，金星，土星，木星人が乗る宇宙船に招待され，宇宙の哲学者と語り合う．彼らは優しく慈悲深く，最終核戦争から人類を救い，宇宙にも害を与える核実験を阻止するためにきたという． 
	[image: image2.jpg]



トルーマン・ベサラム．地球軌道上で太陽の反対に位置するクラリオン星の美人船長から，堕落した地球の風潮，核戦争の恐怖，正しく行動すれば謳歌できる牧歌的生活の説明を受ける．
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ダニエル・フライ．フライングソーサーに乗せられ，ニューメキシコからニューヨークまで往復30分で飛行．飛行中，核兵器の恐怖について教えられ、核戦争防止のためこの体験を本にするよう説得された．
	[image: image4.jpg]



オルフィオ・アンジェルッチ．「人類の精神的進化」を記録するために地球を訪れた「スペースブラザー」から地球の危機について教えを受ける．自分の前世が宇宙人で，彼らとは永遠の愛で結ばれていることを理解する．
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ハワード・メンジャー．，日本兵との白兵戦時，宇宙人に助けられる．月世界を案内され，ガイド付きツアーを体験．前世は木星人．自分の講演に来ていた美しい女性の前世が宇宙人で，運命の出会いであると悟り，結婚．
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バック・ネルソン．月，金星，火星を旅行．太陽系のほとんど全ての惑星の統治者と夕食を共にする．その証拠となる金星のセントバーナード犬の毛を販売．
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ジョージ・バン・タッセル．地球生命の起源や永遠の若さを得る装置の設計を宇宙人から教わる．コンタクティの祭典，ジャイアントロック・コンベンションを開催．
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ジョージ・ハント・ウィリアムソン．ハム無線機とウィジャ盤で火星人と交信．
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ローラ・マンドー．宇宙人からラジオを通してメッセージを受け取った．
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ダナ・ハワード．金星人と結婚し，家族をもうけた．


■アブダクション（地球外生命体に誘拐されること）　http://blog.goo.ne.jp/mama0114/e/4696c5476ffe44d9f0047013e5658fe7?fm=entry_awp
『UFO事件の半世紀』

ロズウェル事件からＭＩＢ(Men In Brack)まで
著者キース・トンプスン（ジャーナリスト）
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・イギリスの著述家､陰謀論者。レスター生まれ。
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7.来歴
■幼少期
■プロサッカー選手時代
TVキャスター時代]

英国「緑の党」スポークスマン時代]

■転換期―1990年に書店で、何か見えない糸で手繰り寄せられるように霊媒師ベティ・シャインの著書に出会ったアイクは、「リウマチを治してもらえるのではないか」という理由から関心を抱く。
アイクは宗教世界も科学的唯物論も拒絶していたが、ベティの語る多次元的な霊的世界観には惹かれていた。やがてベティや他の霊能者の元で「彼(アイク)は地球を治癒するためやってきた治療者(ヒーラー)だ。彼は猛烈な反抗にあう」「汚物をショベルでかき分け、自ら通った後に道を開き、他の者が進みやすくする役割をもつ事になる」といった謎めいたメッセージを受け取る。アイクはそうした体験を他の者に語り始めたが、妻や子供、同僚にも理解されることは皆無であった。やがてペルー旅行に関心を抱いたアイクは、そこで「クンダリーニが脊椎を登り、意識のダムが決壊する」という神秘体験を得る。1991年には一連の体験を綴った2冊目の著書「真実の振動」を出版する。
■ターコイズ時代
著書「真実の振動」の出版と公の言動により、アイクはTVや新聞など全国各地のメディアでバッシングされ嘲笑を浴びることになる。神秘体験により曖昧になった言動が誤解されたことや、ターコイズ色の服を愛着していたことも嘲笑の対象になった。世間から狂人と見なされたアイクだったが、1991年にはイギリスの大学を巡る講演ツアーを断行した。当初はアイクを嘲笑しに訪れた聴衆で盛況だった講演だが、次第に動員は減少しアイクに注目する者はいなくなった。嘲笑を受けたことで、他人の目を気にする自我から解放され、自由な主張を行えるようになった、と後にアイクは語った。
■著述家時代
1999年には爬虫類人に関する初の著作である「大いなる秘密」を出版する。後にアメリカ同時多発テロ事件やイラク戦争が起こると、政府の公式説明に疑問を抱いた人々により、かねてより陰謀論を唱えていたアイクの著作に注目が集まることになる。2003年にはブラジルで開催された講演に参加し、そこでアヤワスカと呼ばれる精神活性剤による神秘体験を経験する。「無限の愛だけが真実であり、それ以外はすべて錯覚である」という体験から得た洞察は、その後のアイクの世界観の土台となっている。現在は、著述家として14冊の著書を出版している。

■思想　
アイクの思想の特徴はスピリチュアル思想と陰謀論との融合にある。
■グローバルエリートによる支配
アイクによれば、政府、金融、ビジネス、マスコミ、軍隊といった業界には「ロスチャイルド・シオニスト」と呼ばれるエージェントが潜んでおり、彼らは秘密裏にネットワークを構築している。そのネットワークはロスチャイルド家、ロックフェラー、様々なヨーロッパの王室や貴族、イギリスのウィンザー家など、ある血統のメンバーで構成される秘密結社により構築・運営されている。彼らは世界統一政府を作り出そうと目論んでおり、その動きは世界経済や世界情勢に多大な影響を与えている。アメリカ同時多発テロ事件、湾岸戦争やイラク戦争、世界恐慌やリーマン・ショックなど、世界の表舞台に現れる大事件はこうした人々の手によるものである。彼らのプランは「超長期的な人類家畜化計画（アジェンダ）」と呼ばれており、その活動範囲には銀行業、実業界、軍隊、政治、教育、通信メディア、宗教、諜報機関、医薬品会社、不法麻薬などが含まれている。現在の秘密結社からはフリーメーソン、イエズス会、テンプル騎士団やフェビアン協会、三極委員会、ビルダーバーグなどの組織が分化し、それぞれの活動を続けている。それら全てを束ねる上位組織がイルミナティと呼ばれている。各組織の下位の職員たちの仕事は過度に内容が断片化されているため、職員たち自身は影の政策を実行する駒となっていることに気付いていない。
ロスチャイルド家とその金融カルテルは、1800年以降に発生した殆どすべての戦争の両サイドに資金を提供している。ロスチャイルド家は世界中の金融制度のルールを自ら定めており、1913年には「私有銀行」であるアメリカの中央銀行制度であるFRBを創設した。我々の知るお金とは、本質的には「エネルギーの流れ」であり、ロスチャイルド家はお金のエネルギーが自らの組織に流れ込むようなエネルギーの構造を築いた。マネーのエネルギーは労働として等価交換された場合はバランスの良い流れとなるが、彼らは「利子」や「信用」といった概念を金融システムに組み込み、マネーを初めから「債務」とすることで一般大衆のエネルギーを吸い取っている。エイブラハム・リンカーン大統領は私立銀行に依らない、政府自身による無利子のマネーを発行し始めようとしたため、彼らにより暗殺された。
アイクは自身の主張を反ユダヤ主義と混同しないように注意を促している。一般的にロスチャイルド家はユダヤ人の一族であると知られているが、これはミスリードであり、実際にはロスチャイルド家はハザール人である。（ハザール人はメソポタミアから北部に移動したシュメール人のことで、現在ではアシュケナージ・ユダヤ人とも呼ばれる。）この血筋が「王家の血筋」としてイルミナティでは重要な意味を持っている。そしてイスラエルはユダヤ人の故国ではなく、ロスチャイルド家による領国であり、一般に言われるシオニズムとはユダヤ人ではなくロスチャイルド家の利益になるよう図られた思想である。ゆえにアイクは、自身の主張は反ユダヤ主義ではなく反シオニズムに属すると語っている。
■PRS (プロブレム・リアクション・ソリューション)
秘密結社が一般大衆を操る手口として、アイクは「PRS」(Problem・Reaction・Solution)と呼ばれる手法を挙げている。　　　　この手法の第１段階では、まず操作者がわざと問題を作り出す（テロ、疫病など）。第２段階では、そうした問題をある一定の方法で大衆に伝え、問題の原因となった悪役（スケープゴート）を作り出し、そちらに非難を集中させる（テロの犯人の正体など）。第３段階では、その「問題」の解決法を自ら提案し、世論を都合の良い方向に誘導していく（特定の政治家を排除する、特定の法案を成立させるなど）。

アイクによれば、PRSの典型的な例が9.11（アメリカ同時多発テロ事件）であり、この事件の発生によりアメリカの世論はアフガニスタンとイラクへの侵攻に誘導されていった。また近年では地球温暖化改め気候変動現象が注目されたが、これもPRSである。アル・ゴアが提唱した事で一般にも有名になった、「二酸化炭素が気候変動の原因である」とする「炭素排出説」は嘘であり、その目的は工業の破壊や更なる課税、更なる監視国家への移行にある。
PRSは、陰謀論の分野では既に有名な手法であるが、その先駆けとなったのはアイクの著書とされている。
■レプティリアン(爬虫類人)説
アイクによれば、イルミナティなどグローバルエリート達による秘密結社は、爬虫類人（レプティリアン）と呼ばれる別次元から来た霊的生命体に支配、操作されている。その論拠として、アイクは以下の点を挙げている。
・『世界中の多くの古代神話や先住民文化の中に、「蛇の神」の姿が多く見つかること』
・『現代においても爬虫類人の目撃情報が多数あること』
・『アヤワスカなどの使用による変性意識状態で、爬虫類人についての情報が得られること』⇒※『太陽と月の結婚』
レプティリアンは、シュメール神話では「アヌンナキ」、ズールー族の神話では「ノンモ」、古代インドの神話ではナーガとして知られている。また旧約聖書ではイヴを誘惑した「蛇」として知られる存在である。ズールー族の伝統によると「創造のための破壊」のために､太陽が創造したのが爬虫類人であるという。ホピ族をはじめ､多くの部族に伝わる古代の伝説では,人間が「蛇」により堕落させられたことを語られている。彼のレプティリアン説はこうした神話の現代的な再解釈とも言える。
アイクが収集した情報によれば、レプティリアンは竜座や北斗七星、オリオン座などを拠点としており、太古の時代に地球を訪れたとされる。レプティリアンは「可視光線」の領域にはいないため、人間の目には視えない「次元間存在」として在る。

レプティリアンは恐怖や欲望などの「低い」エネルギーを食糧としているため、食糧の供給源である人間を恒久的に囲うために、別次元から人間社会をコントロールし続けている。レプティリアンの中には、可視光線の範囲内で活動できる者も存在し、そうした者は地下都市や月の内部に棲んでいる。陰謀論では、重要人物の調査を続けると最後には悪魔崇拝(サタニズム)に行き着くと言われるが、これは人間の血液を飲むことで可視領域に長く滞在できるというレプティリアンの性質によるものである。
かつてレプティリアンは人間に遺伝子操作を行うことで、人間のDNAを削減し､人間の脳には爬虫類脳を組み込んだ。
一般的に、人間の脳の主要部分は「爬虫類脳(R複合体)」と呼ばれている。爬虫類脳は攻撃性や冷血性、所有欲や支配欲、強迫観念や儀式的行動、服従、崇拝といった人間の性質に影響している。爬虫類脳は現在の地位や権力、優位性や自意識を、「生き残れないかもしれない」といった恐怖から守るように作用するため、全ての争いは爬虫類脳から生ずる。また性的刺激やマネーに関わる商品広告は全て爬虫類脳を標的にしたものである。
現在のイルミナティの血筋は、レプティリアンの血筋から遺伝的に派生しており、人類と爬虫類が交配されたハイブリッド種である。そうした血筋の人々自身も、爬虫類の遺伝子コードを強く持つために、爬虫類脳に強く支配されており、生き残りへの恐怖が強いために支配や服従といった生存方法に固執している。そのために陰謀を仕掛ける人々は、一般の人々を恐怖やストレスの状態に常に置くことで爬虫類脳のプログラムに拘束し、支配を続けることで自らの恐怖をやわらげたいと望んでいる。
同業の陰謀論者からの反応について、陰謀論とレプティリアン説については前者は賛同されることが多いが後者は受け入れられたことが少ない、とアイクは著書で語っている。またアイク自身もレプティリアン説については受け入れ難い情報であった、と漏らしているが、長年の研究や神秘体験の末にそれは確信に変わったという。
デーヴィッド・アイクの著書の翻訳家である為清勝彦は、レプティリアンを「蛇の神」と置き換えれば民俗学ではよくある話になる、と指摘している。また為清は、吉野裕子らの研究を挙げ、デーヴィッド・アイクのレプティリアン説を補強している。
それによれば、日本の縄文時代には既に「蛇の神々」を崇拝する文化があり、その信仰は神社の注連縄(しめなわ)や神体である鏡(蛇身：かかみ)という形で残っている。
かつての日本には様々な動物信仰が存在したが、その中でも蛇は「祖先神」「宇宙神」として破格の扱いを受けている。
日本古代の祭は、巫女と蛇の混合がテーマであった可能性がある。縄文時代の土偶は非人間的で異様な姿を取っているが､それは「来訪者」の姿を模したものである可能性がある。
一般的に偽書とされる先代旧事本紀大成経には神武天皇など初期の天皇が龍蛇の姿をしているという記述がある。
また日本だけでなく、ヨーロッパにおいても中国においても古代の世界には「龍の信仰」が存在したが、その龍は意味的に蛇に結びつけられていた。また、蛇をシンボルとする古代の遺物・遺跡は世界中に存在するが、それは生贄の習俗と結びついていたとされる。
■宇宙インターネットと肉体コンピューター
アイクの神秘体験によれば、存在するもの全ては１つの無限なる「根源意識」である。そして人間が日常的に経験している五感の世界は、同じ事を延々と反復するだけの時間の環(タイム・リープ)であり、アイクはこの世界を「宇宙インターネット」と呼んでいる。マヤ文明における時間の概念やヒンドゥー教におけるユガの概念などにある通り、「宇宙インターネット」は永遠に循環し続けるサイクルである。「宇宙インターネット」は情報の束から成る仮想現実であり、人間の肉体や脳は、人間（根源意識）が「宇宙インターネット」にログインするためのインターフェイスである。人間の身体には経絡と呼ばれるエネルギーの通路が存在するが、これはコンピューターの電子回路基板に瓜二つである。こうした理由から、アイクは人間の身体システムを「人間コンピューター」と呼んでいる。世界中のコンピューターがインターネットにログインするように、「人間コンピューター」は「宇宙インターネット」と呼ばれる同一の仮想現実にログインしている。
人間は、根源意識との接続を失なったため、現在の「人格」を自分自身だと錯覚するという罠に陥っている。しかし人間の「人格」は、遺伝子情報や環境的条件付け、脳内物質や体内に摂取した化学物質などの「肉体の性質」に深く結びついているため、相対的なものであり「真実の私」ではない。人間の性別ですら、人為的に起こした化学反応の変化や遺伝子操作で変化されうるため、本来、「私」が男性や女性であることはあり得ない。人間が「自分自身」だと思っている人格は、実際は人間コンピューター(肉体)にプログラムされた情報に過ぎないものである。
そして「物質」は本来、情報の束に過ぎないものであるが、「人間コンピューター」がこの情報をホログラムとして解読するため、人間には三次元的に固定され知覚されてしまう。こうした物質界、つまり「宇宙インターネット」は、根源意識が具体的な体験をする場として善意から創造された世界であるが、爬虫類人によって不正侵入（ハック）されている。爬虫類人の狙いは、人間を五感の世界に集中させ続けることで、人間のオーラを閉鎖させ、本来は存在しない「時間の環」のエネルギーの世界に、人間の意識を閉じ込めることにある。
■ムーンマトリックス
アイクによれば、月は爬虫類人が人類を操作するセンターである。月は次元間を行き来するためのポータル(出入口)であり、爬虫類人などの次元間存在はこれを利用している。人間や動物は月からの信号を受けることで、五感を中心とした、互いに分断された現在の意識に隔離されている。
太陽は本来、人間の現実世界を形作るフォトンを放出するセンターとしての役割があるが、爬虫類人は月を経由してその情報に不正侵入(ジャック)し、攪乱した情報を流すことで虚構の世界を築き、人間を欺いている。
このムーンマトリックス説を唱える前提の１つとして、アイクはクリストファー・ナイト（en:Christopher Knight (author)）らによる月の人工天体説を取り上げている。ナイトの研究によると、『月は本来の大きさよりも大きすぎる。本来の古さよりも古すぎる。本来の重量よりも軽すぎる。ありえない軌道を取っている。月はあまりにも奇異なため、月の存在に関する既存の説明は全て困難に満ちており、わずかでも確実な説明は一つとしてない』。そして月・地球・太陽は精緻な比率により配置されており、そこには「巨石ヤード」という測量単位が暗号として込められている。その位置関係は奇跡的なもので、偶然の生成ではあり得ない、という。
また、古代の宗教においては、月の崇拝と蛇の崇拝に繋がりがある場合が多く、また世界の古代神話では、月は「神々の戦車」として記述されていることが多い。またアイクが入手したズールー族の神話によると、月は「ニシキヘビの巣」であり、何百世代も昔に現在の位置に置かれたため、地球には豪雨が降り注いだとされる。世界の民話では「月がある以前」の世界を語り継いだものも多く、コロンビアのモズセと呼ばれる先住民の間には、月が地球の同伴者になる前の時代の記憶が伝えられている。ボリビアのティアワナコ市には、当時の人間の技術では建築不可能な巨石都市の跡があるが、そこには約12000年前に月が現代の軌道にやってきた事を記したカレンダーがあるとされ、「月の神殿」「月の家」と呼ばれる建築物で溢れている。
月面上では、橋やドーム、城などの人工的な建築物が観測された例があり、月の周囲にて未確認飛行物体が目撃されたり謎の信号が検出された例がある。かつてアメリカ合衆国は月への公式着陸を果たしたが、そこで撮影された写真は人工的に作成されたものであったとする説がある。ヴェーダの占星術によると、人間の感情や思考は月に支配されているという。暴力事件数・発病数の増加や月経周期など、月は人間の深層心理や身体システム、時間認識と深く関わりを持っている。そして言語学的視点から見て、月の語源は「船舶」であるとする説がある。以上の点もアイクはムーンマトリックス説の傍証として挙げている。
かつて人間は脳にある松果体の働きにより、物質と精神の領域を超えた世界を知覚することができたが、月から訪れた爬虫類人が人間に遺伝子操作を行い、爬虫類脳を埋め込むことで人間を抑圧的な月の世界に同調させた。
現代の社会では電磁波や食品添加物など人間の意識を化学的に攪乱する技術などを流通させることで、月のマトリックスによる支配をより強めている。しかし人間がマインドに縛られた意識から覚醒し、月のマトリックスの改竄から切り離され太陽のフォトンに再接続することで、「あるもの全て」の意識に繋がることができる、とアイクは主張。
『大いなる秘密〈上〉「爬虫類人」(レプティリアン)超長期的人類支配計画アジェンダ全暴露!!』（三交社、2000年）
『大いなる秘密〈下〉「世界超黒幕」―現代グローバル国家を操る巨悪の正体が見えた!!』（三交社、2000年）
『超陰謀・粉砕編』（徳間書店、2003年）
『竜であり蛇であるわれらが神々』（徳間書店、2007年）
『世界覚醒言論』（成甲書房、2011年）
『ムーンマトリックス』（ヒカルランド、2012年）
■ゼカリア・シッチン、ミルトン・ウィリアム・クーパー、ジョン・コールマン、ユースタス・マリンズ、
グラハム・ハンコック『惑星の暗号』
シッチンの著作「第12惑星」(“The Twelfth Planet" ： 邦訳『人類を創成した宇宙人 -NASAも探索中太陽系「惑星X」に実在するエイリアン』 
『すべては宇宙の采配
木村　秋則著より　一部関連記事を再録
・別の時間／.巨大な龍を目撃｡生まれて初めての不思議体験｡｢出会ったことを他人に話すな｣ではなく｢(龍が)伝えた言葉を人に話すな｣

・龍再び　初めて龍を見てから30数年後に再度8人で写真を撮るとき全員が見た｡写真では光の縞となった。
・初めて見たＵＦＯ　25歳前後その場に大人9人､全員が見ている⇒これを皮切りにわたしたち家族は何度もＵＦＯを目撃⇒当時は岩木山からの目撃情報が新聞に掲載

・拉致　｢ズームイン朝｣の取材前の夜､宇宙人に拉致され､ＵＦＯ内部につれていかれ､内部で白人の男女を目撃｡宇宙人は二人を観察｡別の部屋で動力物質のスペアの説明､地球で発見されている元素は120くらい…｡彼らは256ある元素を全て使っている…という説明を受ける｡

⇒残り少ない地球カレンダー
■りんごの無農薬栽培は絶対無理と言われていたのに､苦労の末にそれを成功させた木村秋則さんは､そのお陰でとても有名な人となりました｡でも､こうは考えられないだろうか…｡｢彼は､世間に知られる必要があった｣
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合え
るところが当方幸せ研究所 知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2014.5.27
古代シュメールのアヌンナキ神話
参考資料　『蛇』 『山の神 易・五行と日本の原始蛇信仰 
(講談社学術文庫)』　別の著作で、吉野裕子さんは《人間は本来､蛇であるゆえに祖霊蛇の領する他界から来て､他界に帰すべきものであって､その生誕は蛇から人への変身であり､死は人から蛇への変身である>(『日本人の死生観‐蛇信仰の視座から』講談社現代新書)より
参考資料　人類史を根底から覆す衝撃の超真相
―――すべてはシュメールからはじまった！  
 古代シュメールのアヌンナキ神話は、宇宙人が人類に遺した実話ドキュメントだった！
 旧約聖書、ギリシャ神話に描かれている巨神伝説の起源とされる古代シュメール神話――。
そこに登場する巨大な神々の名称を、アヌンナキ（またはネフィリム）とよびますが、シュメール古文献では、実際どのようにアヌンナキは描かれていたのでしょうか？
 シュメールは人類最古の文明といわれ、メソポタミアの地に突如出現しました。超高度な技術社会を築いたとされていますが、その興亡を含め、はっきりしたことはわからず、人類史上最大の謎のひとつとされてきた文明です。
 シュメール語を解読できる世界で数少ない言語学者・考古学者のゼカリア・シッチンが、この難事業に挑みました。
その研究の集大成ともいえる「地球年代記シリーズ」は、神話学、考古学、天文学、物理学、数学、分子生物学、宇宙工学など、あらゆる「知」の分野を総結集して編纂され、世界的大ベストセラーになりました。シッチンの導き出した科学的解析の数々は、驚嘆すべき内容でした。
●アヌンナキは、古代シュメール語で「天から地球に来た者たち」を意味するが、単なる古代人の空想上の産物ではなく、その意味が示すとおり、別の惑星から宇宙船で地球に飛来した宇宙人であること
●最初に地球に派遣されたアヌンナキのリーダーは、科学者のエンキで、「地球の神」として君臨し、遺伝子工学によって人類を創り出したこと
●大洪水のときに、エンキはノアの方舟の作り方を教えて、人類を絶滅から救ったこと
●宇宙の神々（アヌンナキ）を祀るメソポタミアの神殿には、宇宙への扉となるスターゲートが実在していたこと
・・・・・・超古代の地球の様子、人類創成の経緯、宇宙人との交流などが、豊富な古文献の資料から、臨場感をもって解き明かされているのです。
では、アヌンナキはどこから飛来したのでしょうか？彼らの故郷はどのあたりに存在するのでしょうか？
 古代メソポタミアの古文書（シュメールの円筒印章）には、太陽、月、冥王星を含めた太陽系１１惑星のほかに、二ビルという名の「１２番目の惑星」が記録されています。
これこそ、現代宇宙天文学のホットな話題のひとつであり、ＮＡＳＡをはじめ天文学者たちが、太陽系内未発見の惑星として探索を続けている「惑星Ｘ」と合致するものではないかと言われているのです。
 円筒印章の太陽系は、惑星の場所を正しい順序と大きさで説明しており、惑星ニビルは火星と木星の間に描かれています。驚くべきことに、近代に発見された天王星、海王星、冥王星もその中に描かれ、月は、単体の天体として扱われています。アメリカのアポロ宇宙船が、月面探査を行うまで、月は地球から分離した巨大な塊などと推測されていました。しかし、その後のＮＡＳＡの分析により「地球と月は、ほぼ同じ要素で、ほぼ同時代に形成されたが、別々の天体として進化した」と結論づけられています。
 約１世紀まえにメソポタミアで発見された古文書「天地創造の叙事詩」は、聖書と酷似しているばかりでなく、太陽系の発生や地球誕生など、聖書以前の原始の宇宙を記述していることでも大いに注目されました。そこには、地球と小惑星帯が、第１２惑星の衛星との衝突などにより誕生したこと、地球と月がお互い独立した存在であったことなどが、壮大なスケールで描かれています。
 ここに登場する惑星の名前に、惑星ニビルの英雄たち（アヌンナキ）も刻まれており、シッチンは、まさに額面どおり、この物語を宇宙創造の事実ととらえ、惑星ニビルの宇宙人が、実際にシュメール人に伝えたものと断言しているのです。
 そして、これらシュメールの古文献に遺されたアヌンナキの痕跡を丹念に紡ぐ合わせ、アヌンナキの故郷が第１２惑星であるとの結論を導き出しています。
 また、シュメール歴代の神々の在位期間などから割り出した数字をもとに、シッチンは、惑星ニビルの公転周期を３６００年と考えました。生物物理学によれば、生物の時間感覚は、体の大きさと関連しており、体が大きくなれば寿命も延びるとしています。単純な比例関係だけで結論づけることはできませんが、神話で描かれた巨人アヌンナキの寿命が、人間の寿命よりも長いのはたしかです。周期が地球の３６００倍の惑星から飛来したアヌンナキは、人類からみれば「不老不死の神々」として崇めるべき絶対的な存在であったともいえるでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［以上、参考：『人類を創成した宇宙人』］　著者：ゼカリア・シッチン出版社　「宇宙人の独りご2010.7.9」より 転載
参考資料　　
宇宙物理学者、考古学者であり直観力にすぐれたヒーラーといってもよいジュード・カリヴァン博士は、その著書『２０１２年への１３のステップ』（徳間書店刊）の中で次のように書いています。
「・・・　中国へ旅立つ前の短い間、イギリスで過ごしながら、ソーラー・ディスクがいかに自分たちを癒してくれたかを、私はしみじみと実感していました。そしていまの段階で、私たちに求められているのは、大いなるワンネスという人類の真の姿を思い出すことだ、と感じるようになりました。
　　そのためには人類としての過去のみならず、地球外生物から受け継いだ過去も認め、理解する必要があると私は考えました。
　　古代シュメール人の神話には、爬虫類に属するアヌンナキという地球外生物が、太陽系の果てにある惑星ニビルから地球にやってきたと記されています。こうした神話の研究や、与えられたみちびきなどから、彼らは当初､金（きん）を掘削するために地球にやってきた､と私は理解しました。急速に悪化するニビルの環境を守るため､彼らは金を必要としていたのです。
　　最初は自力で金を掘り起こしていましたが、そのつらい労働を肩代わりさせるため、ある時点で、アヌンナキたちは人間を創ることにしました。シュメールの神話にも、聖書にも、そうした「神々」が「人間の娘たち」と交わったと記されています。２０万年前に現代の人類を形成するにいたる遺伝子の突然の変化も、これによって説明がつくと考える研究者たちもいます。
　　また近年おこなわれたヒトゲノム計画によって、ミトコンドリアＤＮＡを追跡した結果、人類の祖先が、同じころに存在していた「イブ」と呼ばれる少数の女性たちだったことがわかっています。
　　アヌンナキのふたりの指導者は、エンキとエンリルという兄弟だったと伝えられています。ただし彼らはそれぞれ異なる任務をおびており、それにしたがって人類の遺伝子を組み換えました。エンリルが創造しようとしたのは奴隷となる種でした。他方、エンキは、ヒトとアヌンナキの交配によって、途方もなく大きな可能性を秘めた種を具現化しようとしました。その可能性のひとつは、人間には豊かにあらわせても、アヌンナキには不可能だったと思われる、物理的な感情表現でした。
　人間の心の中にある深い亀裂、相対立する要素も、これによって説明できるかもしれない、と私は考えました。つまりエンキのエネルギーを体現する部分の人間は、自分たちが聖なる存在であることを理解しているのです。すなわち霊魂は不滅であり、卓越した存在であり、物理的経験を超える無限の広がりをもつ存在だということです。しかし人間はエンリルのエネルギーを具現する存在でもあります。それが恐怖や、自分を卑下する気持ちとなってあらわれ、人々の力をはばんでいるのではないでしょうか。
　太古の時代、私たちの先祖は、アヌンナキという爬虫類、すなわち龍が地球上を闊歩していた姿を実際に見ていたのでしょう。その時代の記憶が、歳月を経て神話や伝説に残されたのではないでしょうか。世界各地に龍伝説が存在する事実は、彼らの巨大な影響力を物語るものと思われます。
　多くの古代文化は、龍に似た慈悲深い生物が、文明をもたらしてくれたと伝えています。またそうした龍が人々を支配したと伝えるものもあります。
　たとえば、聖書の中でエンキはエデンの園のヘビとして描かれています。イブをそそのかし、アダムが知恵の木の果実を食べるように仕向けたのはそのヘビです。また南アメリカ一帯では、羽の生えたヘビのククルカン、ケツァルコアトルが知恵をもたらし、その地で最初に支配者となったのは龍の息子だったと伝えられています。
　エンリルのひそかな長期計画とは、人々に恐怖を植えつける一方、真の問題解決とはならない、表面的な解決方法のみを示すことで、人間の運命を支配しようとすることだった、と考える研究者がいま増えています。
　　果たして人類は、この『知られざる』過去、そして人類になおもかかわりつづけるアヌンナキの存在を認めようとしているのでしょうか？　そしてそれによって私たちの魂は癒されることになるのでしょうか？　」
　子宮の中で人間の胎児が、まず爬虫類として発達し、その後で人間らしい姿になる理由も、これらのことを裏づけているようにも思われます。
　２００８年１月３１日、ゼカリア・シッチン著『「地球の主」エンキの失われた聖書』（徳間書店）が出版されました。
　これは、著者が地球に降り立った神エンキになりきって、人類を創造した神々のストーリーを伝えてくれていて、物語の体裁をとってはいますが、その情報源は、実存する古代シュメールの粘土板や石版に刻まれている記録にもとづいています。
＞中世の宗教画にはＵＦＯのようなものが描かれている作品がありますが、�＞専門的・学術的な解釈としてはどのようなものがあるのでしょうか？�ご存知の様に、キリスト教・イスラム教・ユダヤ教では「神の存在を信じても、誰も見た事が無い」ですよね。�イエスキリスト、モーゼ、マホメット各師も、「神の声・教えを聞いた」のであって会ったのではありません。�ですから、神は神秘的な存在で形が無いもの！となっています。�そこで、崇拝の対象として神の偶像化は行ないません。�同時に、宗教絵画でも偶像化は行なわず「神秘的な表現」にとどめているのです。�イスラム教では、徹底的に偶像化を行ないません。








